




















研究目的

　小児ことに幼若乳幼児に対する治療薬物の使用については、基準とされるも

のが無く、成人への薬物使用状況から、小児の年齢・体重その他を考慮して、

推定によって使用されているのが現状である。

　したがって適正に小児に使用されていない薬物もあるのではないかと思われ

る。中でも注射薬については近年、筋肉内注射が忌避され、これに代って主に

静脈内投与が行かれるようになった。その際、真に適正に使用されているかど

うか疑問の持たれることもある。

　殊に、筋注用に製造されているものを、やむを得ず静注したい場合とか、ま

た新生児・未熟児への使用について安全性が確立されていなくとも、臨床上使

用を迫られるときなどに問題がある。


